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新聞，テレビなどで，世界金融危機に関するニュー

スが連日報道されています．大学にいる人間にとって

は，直接は関係ないと思っていたら，この金融危機は

企業のみならず大学経営をも直撃しているようです．

おそらく教育のみならず医療の世界，さらには臨床検

査の世界にも影響がでてくるものと思われます．

しかし，どんな時代にあっても医療は最重要です．

臨床検査の現代医療における重要性も言わずもがなで

あり，検査の重要性・必要性も不変です．新しい有用

な臨床検査は着実に導入されていくでしょうし，むし

ろ，個々の検査が有する臨床的価値が客観的に評価・

峻別され，臨床検査はますます進化していくと思われ

ます．また，豊富な臨床の知識を兼ね備えた検査のエ

キスパートは常に求められています．検査を志す若い

方々には，ぜひ検査の将来性を信じて勉学に励んでい

ただければと思います．本誌がそのためのツールにな

れば，このうえない喜びです．

さて，本誌が皆様のお手元に届くのは年末年始にな

ると思いますが，新しい年を迎えるということで，想

像すると気分が明るくなります．本号では，“病気の

はなし”において“全身性炎症反応症候群”が取り上

げられています．今では，“SIRS”と言ったほうが聞

き慣れている方が多いかもしれません．この，新しい

が重要な病態概念の理解により，例えば，重症感染症

の評価などにおいて正しい理解が得られ，新年の勉強

の材料としてまさにふさわしいと思います．以下，若

い技師の方々へのメッセージ，本格的な検査技術講

座，臨床検査値の判読に関するものなど，いつものよ

うに役立つ記事が満載されております．ぜひ，ご熟読

くださり，新しい年の勉学のスタートダッシュを切っ

ていただきますよう念願しております．

(矢冨 裕)
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